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創
刊
20
年
の
変
遷

移
り
変
わ
る
時
代
と
未
来
！

創
刊
時
に
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

今
は
神
戸
女
学
院
大
学
で
豊
か
な
人
格
を
育
み
な
が
ら

未
来
を
動
か
す
確
か
な
力
を
身
に
つ
け
て
い
る

　幼い頃から、父の仕事の都合でいろいろな国に住んでき
ました。実際に目にしたこと・体験したことから膨らんで
いった、社会問題への関心。大学生になってからは、人種
差別や貧困、男女格差、難民など、気になっていたテーマ
はすべて学んできました。教育の柱としてリベラルアーツ
を掲げている神戸女学院大学だからこそ、これだけ幅広い
授業を受けることができたのだと思います。そのなかで、
ジェンダー問題を突き詰めたいと考えるようになりました。
　今はグローバルメディアのゼミに所属し、性的指向（セク
シャルオリエンテーション）の問題と向き合っています。
LGBTQの当事者は特別視されがちですが、好きな色や食べ

　小学校から高校までは勉強が嫌いだったのですが、総合
文化学科に入学してからは自分の関心に従って授業を受け
ることができるので、学ぶことが楽しくなりました。以前
は聞き流すだけだったニュースも、メディア論の授業を受
けたことで背景を考えながら見るようになり、大学生になっ
て世界が広がったのを感じています。
　今とくに興味をもっている分野は社会学・メディア。卒
業論文の執筆に向けて、日韓関係の歴史について調べてい
ます。「Kpopが流行しているのに国同士の仲が悪いのはど
うしてだろう」という身近な疑問が出発点でしたが、これま
での歴史を丁寧に辿っていくなかで、世界の見え方は視点

2歳のときから姉について音楽教室に通っていました。エ
レクトーンでいろんな音を出してみたり、タンバリンや太
鼓を叩いたりと、「音楽遊び」をする感覚で楽しんでいたの
を覚えています。4歳頃からピアノの個人レッスンを受ける
ようになり、それからずっとピアノ一筋できました。
　神戸女学院大学に入学してからは音楽に触れる時間が圧倒
的に増え、毎日とても充実しています。音楽学部はとくに人
数が少ないため、レッスンも濃密。ピアノ以外のことも広く
学ぶなかで、音楽の先生になるという夢も見つかりました。
音楽の授業が苦手な生徒もいると思いますが、少しでも楽し
んでもらえる授業ができるように、もっと音楽について学

創
刊
20
周
年
を
記
念
し
て
、『V

istas
』
と
ほ
ぼ
同
じ
年
の
学
生
た
ち
の
自
分
史
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

記
憶
に
残
っ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
や
今
学
ん
で
い
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
行
く
末
に
つ
い
て
…
…
。

生
き
生
き
と
輝
く
若
い
力
に
満
ち
た
話
を
受
け
て
、

中
野
敬
一
学
長
が
未
来
を
担
っ
て
い
く
学
生
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。
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物が人それぞれであるように、性的指向も多様であってい
いはず。異性愛者との境界を曖昧にして、当たり前の存在
として受け入れられる社会にしていきたいというのが私の
願いです。今の日本には性的マイノリティであることを公
開している国会議員がいませんし、同性婚も認められてい
ません。少しずつ変化しているとは思いますが、ジェンダー
に関する多くの問題を解決するには、まだまだ長い時間が
かかるはずです。だからこそ、私は研究で終わらせるのでは
なく、何か人に影響を与えられるようなことに取り組みた
い。そこで、卒業制作として映像作品をつくるつもりです。
　私の強みは、声を大にして自分の意見を主張できること。
神戸女学院大学で伸ばした英語力も駆使しながら、国内外
へ発信していきたいと思っています。

によって変わるということがわかってきました。メディア
によって切り取られた情報をそのまま受け止めるのではな
く、物事を俯瞰的に見られるようになってきた気がします。
　私たちの世代は子どもの頃からSNSが発達していて、誰
もが社会について自分の意見を発信することができます。
でも一部の情報だけを見て「真実」と決めつけ、喧伝してし
まうことも起こり得るのではないでしょうか。知ることに
よって、ものの見え方は変わっていくと思います。
　歴史を学んでいて実感するのは、今の行動が確実に未来
へつながっていくということ。日韓関係も、今の政府の対
応が先々にまで影響するはずです。韓国に限らず、ほかの
国と関係を築いていくうえでは、目先のことだけでなく未
来を見据えて話し合うことが重要だと考えています。

び、自分の引き出しを増やしておきたいと考えています。
　この2年間はコロナ一色の世の中で、コンサートなどの
イベントは「不要不急」とされ、小学生のときから出ていた
コンクールも中止になってしまいました。そうした動きに
頷けるところはあります。確かに音楽には、目に見えて何
かをする力はないかもしれません。でも、音楽を聞いて心
を動かされる人はきっといるはずです。
　コロナ禍に限らず、多くの人が傷つく出来事はこれまで
も起こってきました。たとえば東日本大震災が起こった日
のことは、記憶に強く刻みつけられています。そんなとき
に誰かを「癒してあげる」つもりで演奏するのはおこがまし
いことですが、水が染み込むようにすっと受け入れてくれ
る人がひとりでもいればうれしいと思います。

●文学部 英文学科 3年生●文学部 総合文化学科 3年生●音楽学部 音楽学科 3年生
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女学院で学んだ幅広い視点で
ジェンダー問題を突き詰めたい

授業で広がった世界への視野
歴史から学び未来を紡ぐ

ピアノを通して見つけた夢
音楽の力で心を動かしたい
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値
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賞
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迫
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、
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み
な
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
的
を
も
ち
、
充
実

し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
み
な
さ
ん
が
意
識
し
て
く
れ
て
い
る

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
は
本
学
の
教
育
の
三
本
柱
の
ひ
と
つ
。
自
分

の
専
門
分
野
の
学
び
を
続
け
る
と
き
に
異
な
る
視
点
が
加
わ
る
こ
と

で
、
専
門
性
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ひ

と
つ
の
こ
と
だ
け
を
学
ん
で
い
る
と
な
か
な
か
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が

出
て
こ
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
す
が
、
ま
っ
た
く
違
う
分
野
に
触
れ

る
と
思
わ
ぬ
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
も
の
。
意
外
な
と
こ
ろ
で
共
通
点

を
発
見
す
る
の
も
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
20
年
間
を
振
り
返
る
と
、
２
０
０
１
年
9
月
11
日
の
ア
メ
リ

カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
こ
と
が
ま
ず
思
い
浮
か
び
ま
す
。
あ
の
と

き
か
ら
世
界
は
大
き
く
変
わ
り
、
日
本
も
国
際
社
会
の
な
か
で
ど
う

い
っ
た
立
ち
位
置
を
と
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
問
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き
て
い
く
学
生
の

み
な
さ
ん
に
も
、
日
本
と
い
う
国
が
ど
う
あ
っ
て
ほ
し
い
か
と
い
う

こ
と
は
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
今
は
大
き
な
時
代
の
転
換
期
に
あ
り
、
価
値
観
も
多
様
化
し

て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
に
触
れ
、
多
く
の
視
点
を
も
つ
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
不
可
欠
で
す
が
、
自
分
が
本
当
に
大
切
に
し
た
い
こ

と
は
見
失
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
多
く
の
情
報
が
錯
綜
す
る

な
か
で
あ
っ
て
も
考
え
る
こ
と
を
や
め
ず
、
そ
の
情
報
の
真
偽
を
正

確
に
見
極
め
ら
れ
る
思
考
力
と
判
断
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

本
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
は
「『
愛
神
愛
隣
』
に
基

づ
く
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
を
分
か
ち
合
い
、
時
代
の
潮
流
に
流
さ
れ

る
こ
と
な
く
置
か
れ
た
場
で
利
害
を
超
え
自
ら
の
役
割
を
感
知
し
、

果
た
し
、
人
に
と
っ
て
真
に
大
切
な
も
の
を
見
分
け
る
共
感
性
の
高

い
人
格
へ
の
成
長
を
目
指
し
ま
す
』
と
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
学
び

は
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
使
命
）に
通
じ
て
い
る
の
で
す
。
本
学
で
得
た

知
識
と
経
験
を
活
か
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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　対人関係や人の心に興味をもち、心理・行動科学科に進学
しました。最初は心理テストのイメージが強かったのです
が、学ぶほどに「ここまで深く人の心を追求する学問なんだ」
と実感。実習を通して自分自身への理解も深まりました。
　神戸女学院大学ではほとんどの授業が少人数で行われる
ため、グループワークでも必ず自分の役割があり、自主性
や行動力が養われるのを感じています。リベラルアーツ教
育によって、心理学以外の分野にも視野が広がりました。
また高校までは共学で、男性が先頭に立つことが多かった
のですが、大学に入学してからは自ら発言する機会が増え
たような気がします。「地域創りリーダー養成プログラム」

　入学当初は生命科学に興味があったのですが、授業を受
けているうちに環境分野を研究したいと考えるようになり
ました。きっかけは、川や海の生き物と水質との関係性に
ついて知ったこと。マイクロプラスチックの問題のように、
私たちの日常が水質に大きな影響を与えていることを知り、
行動が変わりました。今取り組んでいるのは、身近な薬で
ある解熱鎮痛剤の成分を含む水で、メダカを飼育する実験。
すでにメダカの下顎が欠損することが明らかになっており、
その経過を観察しています。
　これからの社会を考えるとき、環境問題は避けて通れま
せん。たとえば化石燃料である石油と天然ガスは、このまま

ではサブリーダーを務めるなど、積極的にリーダーシップ
を発揮する機会にも恵まれ、先頭に立つからこそ学べるこ
ともあると知りました。
　女性の生き方を考えるとき、私が思い出すのは2014年に
史上最年少の17歳でノーベル平和賞を受賞したマララ・ユ
スフザイさんのことです。私とあまり年が変わらないのに、
女性教育の大切さについて言葉に魂をのせるようにして話
す堂々とした姿に打たれ、鳥肌が立ったのを覚えています。
私も「女性だから」といって可能性を狭めることなく、自分
の意見をもって行動できる人になりたいです。
　卒業論文では、生きやすい社会づくりや居場所がない人
の問題について取り上げる予定。私自身も、社会も、人に
寄り添えるものになっていけたらと考えています。

使い続ければ50年後には枯渇するといわれています。ひと
りひとりが環境について考えることで、住みやすい地球に
していけるのではないでしょうか。また過去20年間のニュー
スを振り返ってみると、2014年のSTAP細胞論文や2018年
の森友文書など、ねつ造や改ざんに関するものがいくつも
目に入ってきて、残念な気持ちになりました。こういった
問題も、今後はなくしていかなければならないと思います。
　自分の将来については、新型コロナウイルスの影響で買
い占めが起こり、食べ物が手に入らない人々がいるという
ニュースを見て、食品業界への就職を考えるようになりま
した。困っている人に食を届けられる仕事をしたいと思っ
ています。コロナ禍で生活は一変しましたが、悪いことだけ
でなく、私にとってのターニングポイントにもなりました。

S T U D E N T ' S V O I C E S T U D E N T ' S V O I C E

●人間科学部 心理・行動科学科 3年生●人間科学部 環境・バイオサイエンス学科 3年生

人の心をもっと深く追求し
寄り添える人になりたい

命を支える食と
快適な環境の創造をめざして

◎
衆
院
選
で
自
公
圧
勝
、政
権
奪
還

◎
尖
閣
・
竹
島
で
中
国
・
韓
国
と
の

関
係
悪
化

◎
原
発
、一
時
稼
働
ゼ
ロ

◎
山
中
教
授
に
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞

△
中
国
ト
ッ
プ
に
習
近
平
氏

△
北
朝
鮮
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
２
回
発
射

△
米
大
統
領
に
オ
バ
マ
氏
再
選

△
欧
州
の
債
務
危
機
続
く

△
ミ
ャ
ン
マ
ー
民
主
化
進
展

◎
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
始
動

◎
特
定
秘
密
保
護
法
が
成
立

◎
２
０
２
０
年
夏
季
東
京
五
輪
決
定

◎
猪
瀬
東
京
都
知
事
、辞
職

◎
福
島
第
一
原
発
、汚
染
水
深
刻
に

△
ス
ノ
ー
デ
ン
容
疑
者
、米
情
報
収
集

活
動
を
暴
露

△
中
国
が
尖
閣
上
空
に
「
防
空
識
別
圏
」

△
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
人
質
事
件
、邦
人

10
人
犠
牲
に

◎
解
釈
改
憲
で
集
団
的
自
衛
権
容
認

◎
衆
院
選
で
与
党
圧
勝

◎
御
嶽
山
が
噴
火
、57
人
死
亡
6
人
不
明

◎
広
島
で
土
砂
災
害
、74
人
死
亡

◎
S
T
A
P
細
胞
論
文
に
捏
造
や
改
ざ
ん

△
イ
ス
ラ
ム
国
が
勢
力
拡
大

△
エ
ボ
ラ
出
血
熱
感
染
拡
大
、

死
者
６
０
０
０
人

△
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
マ
ラ
ラ
さ
ん

△
米
、キ
ュ
ー
バ
が
国
交
正
常
化
へ

◎
安
全
保
障
関
連
法
が
成
立

◎
川
内
原
発
が
再
稼
働

◎
新
国
立
競
技
場
建
設
、エ
ン
ブ
レ
ム

白
紙
に

◎
辺
野
古
移
設
、国
が
着
工

△
世
界
各
地
で
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
テ
ロ

△
中
東
難
民
、欧
州
に
殺
到

△
ギ
リ
シ
ャ
金
融
危
機

△
米
軍
、
南
シ
ナ
海
で
「
航
行
の
自

由
作
戦
」

◎
天
皇
陛
下
、退
位
の
意
向
示
唆

◎
熊
本
地
震
、死
者
１
５
０
人
超

◎
米
大
統
領
、歴
史
的
な
広
島
訪
問

◎
安
倍
首
相
、真
珠
湾
慰
霊
へ

◎
参
院
選
で
改
憲
勢
力
３
分
の
２
に

△
米
大
統
領
選
で
ト
ラ
ン
プ
氏
勝
利

△
英
国
が
E
U
離
脱
決
定

△
世
界
で
テ
ロ
頻
発
、邦
人
も
犠
牲
に

△
地
球
温
暖
化
対
策
の
パ
リ
協
定
発
効

△
米
大
統
領
88
年
ぶ
り
キ
ュ
ー
バ
訪
問

◎
天
皇
退
位
、２
０
１
９
年
４
月
末
に

◎
衆
院
選
で
自
民
大
勝
、民
進
が
分
裂

◎
森
友
・
加
計
・
日
報
、政
権
揺
る
が
す

◎「
共
謀
罪
」
法
が
成
立

◎
電
通
に
有
罪
、働
き
方
改
革
へ
機
運

△
北
朝
鮮
、核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
加
速

△
中
国
、習
近
平
氏
「
一
強
」
確
立

△
韓
国
、文
在
寅
政
権
発
足

△
マ
レ
ー
シ
ア
空
港
で
金
正
男
氏
暗
殺

△
国
連
、核
禁
止
条
約
採
択

◎
オ
ウ
ム
松
本
元
死
刑
囚
ら
の
刑
執
行

◎
日
産
ゴ
ー
ン
会
長
を
逮
捕

◎
財
務
省
が
森
友
文
書
改
ざ
ん

◎
安
倍
首
相
、「
2
島
先
行
返
還
」
へ
か
じ

◎
陸
自
「
イ
ラ
ク
日
報
」
見
つ
か
り
公
表

△
米
朝
が
史
上
初
の
首
脳
会
談

△
米
中
貿
易
摩
擦
が
激
化

△
朝
鮮
半
島
非
核
化
、南
北
首
脳
が

合
意

△
米
国
抜
き
T
P
P
11
が
発
効

◎
令
和
へ
代
替
わ
り

◎
消
費
税
10
％
に
、軽
減
税
率
導
入

◎
京
ア
ニ
放
火
殺
人
36
人
死
亡

◎
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
で
列
島
熱
狂

◎
首
里
城
火
災
、正
殿
な
ど
焼
失

△
抗
議
デ
モ
で
香
港
騒
乱

△
米
大
統
領
、初
の
北
朝
鮮
入
り

△
笑
顔
の
渋
野
、メ
ジ
ャ
ー
制
覇

△
英
Ｅ
Ｕ
離
脱
で
混
迷
、選
挙
で
決
着

△
イ
チ
ロ
ー
引
退
、国
民
栄
誉
賞
は
辞
退

◎
新
型
コ
ロ
ナ
猛
威
、初
の
緊
急
事
態
宣
言

◎
東
京
五
輪
、１
年
延
期

◎
安
倍
首
相
が
退
陣
、後
任
に
菅
氏

◎「
鬼
滅
の
刃
」
大
ヒ
ッ
ト

△
新
型
コ
ロ
ナ
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
宣
言

△
米
大
統
領
選
で
バ
イ
デ
ン
氏
勝
利

△
香
港
統
制
強
め
る
中
国

△
英
国
が
Ｅ
Ｕ
離
脱

△
強
ま
る
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
規
制
論

△
民
間
初
の
有
人
宇
宙
船
、Ｉ
Ｓ
Ｓ
に

◎
新
型
コ
ロ
ナ
、ワ
ク
チ
ン
接
種
始
ま
る

◎
原
発
処
理
水
、海
洋
放
出
を
決
定

◎
建
設
石
綿
訴
訟
判
決
・
最
高
裁

◎
東
京
五
輪
開
催
も
責
任
者
辞
任
相
次
ぐ

◎
菅
内
閣
が
総
辞
職
、岸
田
内
閣
発
足

△
ス
エ
ズ
運
河
で
コ
ン
テ
ナ
船
座
礁

△
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
ク
ー
デ
タ
ー
、国
軍

が
掌
握
、
弾
圧
死
者
５
０
０
人
超
す

△
ア
マ
ゾ
ン
創
業
者
ら
、宇
宙
飛
行

△
米
、ア
フ
ガ
ン
戦
争
終
結

本
学
の
多
様
な
学
び
を
通
じ
て

自
分
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
見
つ
け
て
ほ
し
い

●学長

中野 敬一─NAKANO Keiichi
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■
演
奏
者
か
ら
指
導
者
へ

歩
み
を
進
め
る
な
か
で
、

音
楽
本
来
の
楽
し
さ
に
救
わ
れ
た
転
機

│
ご
自
身
が
ピ
ア
ノ
に
初
め
て
触
れ
ら
れ

た
の
は
い
つ
頃
で
す
か
？

幼
稚
園
で
オ
ル
ガ
ン
教
室
に
通
い
始
め
、小

学
校
1
年
生
で
ピ
ア
ノ
に
転
向
し
ま
し
た
。
将

来
は
音
楽
の
道
へ
進
も
う
と
き
ち
ん
と
向
き
合

い
始
め
た
の
が
、高
校
に
入
る
頃
か
ら
で
す
。

│
京
都
市
立
芸
術
大
学
で
本
格
的
な
レ
ッ

ス
ン
を
重
ね
ら
れ
て
、
卒
業
と
同
時
に
デ

ビ
ュ
ー
リ
サ
イ
タ
ル
を
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

お
世
話
に
な
っ
た
園
田
高
弘
先
生
が
非
常

に
熱
意
を
持
っ
て
頑
張
ら
せ
て
く
だ
さ
り
、京

都・東
京
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
同
時
に
、先
生
に
勧
め
ら
れ
る
が
ま
ま
国
内

外
で
の
コ
ン
ク
ー
ル
も
受
け
る
よ
う
に
な
り
、

１
９
８
６
年
に
は
第
3
回
日
本
国
際
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
で
3
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き

て
、演
奏
会
の
仕
事
も
数
多
く
入
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
よ
し
！
こ
れ
か
ら
と
い
う
時

に
病
気
で
40
日
間
も
入
院
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
20
本
近
い
演
奏
会
の
予

定
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
こ
と
に
な
り
、「
今
ま

で
や
っ
て
き
た
こ
と
は
何
だ
っ
た
の
か
？
」

と
虚
し
さ
を
感
じ
て
い
た
病
床
で
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

か
ら
流
れ
て
き
た
の
が
、ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
の

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
で
し
た
。
耳
に
届
く
そ
の
演

奏
が
、
な
ん
と
心
地
よ
か
っ
た
こ
と
か
！

自
分
が
演
奏
し
て
い
た
も
の
は
本
当
に
音

楽
だ
っ
た
の
か
？
と
思
う
ほ
ど
に
、
そ
の
ラ

ジ
オ
か
ら
流
れ
る
演
奏
に
救
わ
れ
て
僕
の
音

楽
に
対
す
る
方
針
が
一
気
に
変
わ
り
ま
し
た
。

音
楽
は
も
っ
と
心
か
ら
楽
し
ん
で
い
い
も
の

な
の
だ
と
思
え
た
大
き
な
転
機
で
し
た
ね
。

│
そ
の
後
、
神
戸
女
学
院
で
指
導
者
と
な

ら
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

京
都
市
立
芸
術
大
学
卒
業
後
い
ろ
い
ろ
な

場
所
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
勤
め
ま
し
た
が
、

コ
ン
ク
ー
ル
で
3
位
を
も
ら
っ
た
頃
、
神
戸

●音楽学部 音楽学科

田中 修二 教授─ TANAKA Shuji

国際コンクールで第3位という輝かしい成績をおさめ
ピアニストとしての華々しい活動経歴をもつ田中修二先生。
ピアノという楽器を演奏すること、指導すること、
それぞれの難しさと同時に楽しさ、悦び、感動、数々の魅力を体感してきた半生。
今は指導者として音楽の楽しさを伝える仕事にやりがいを感じる毎日を送る。
学生を指導することの面白さ、学生への想いを熱く語っていただいた。

ピアノを通して
     感性を共有し、

生涯の友になる

音楽との未来へ導く
  テクニックよりも大切な、心揺さぶる感情の表現法を伝える

女
学
院
か
ら
も
依
頼
を
も
ら
っ
て
教
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
翌
年
に
は
専
任
教
員
と

な
り
、
そ
こ
か
ら
早
や
32
年
に
な
り
ま
す
。

あ
の
転
機
が
な
け
れ
ば
、
僕
の
指
導
法
も
大

き
く
違
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
ね
。

■
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
を
並
べ
た
パ
レ
ッ
ト
を

使
っ
た
、
感
性
を
共
有
す
る
指
導
法

│
自
身
で
演
奏
さ
れ
る
こ
と
と
、
指
導
さ

れ
る
こ
と
の
違
い
は
感
じ
ら
れ
ま
す
か
？

演
奏
す
る
立
場
で
も
指
導
す
る
立
場
で
も
、

音
楽
に
向
か
う
姿
勢
と
し
て
重
要
な
こ
と
は

基
本
的
に
同
じ
で
す
。
そ
れ
は
、
演
奏
す
る

こ
と
で
音
楽
家
た
ち
の
感
性
を
理
解
し
共
有

で
き
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
の
悦
び
で
あ
る
と

こ
ろ
で
す
。音
楽
家
た
ち
の
経
験
を
、音
楽
を

通
じ
て
自
分
も
体
験
で
き
る
世
界
で
す
か
ら
、

学
生
に
は
自
身
で
共
感
で
き
る
回
路
を
持
た

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
僕
が
ラ
フ
マ
ニ
ノ

フ
を
理
解
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
学
生
た

ち
に
も
音
楽
家
の
感
性
を
共
有
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
共
有
す
る
こ
と
は
音
楽
本
来
の
楽

し
さ
を
理
解
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
か
ら
。

本
校
の
学
生
は
女
性
ば
か
り
で
す
か
ら
、

卒
業
後
に
結
婚
し
て
育
児
や
配
偶
者
の
仕
事

の
都
合
な
ど
で
ピ
ア
ノ
か
ら
遠
の
い
て
し
ま

う
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
も
し
ピ
ア
ノ
が

弾
け
な
い
状
況
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の

感
性
を
共
感
す
る
回
路
が
し
っ
か
り
育
て
ら

れ
て
い
た
ら
、
生
涯
を
通
じ
て
音
楽
と
い
う

も
の
を
楽
し
め
る
は
ず
で
す
。

│
「
感
性
の
共
有
」
を
伝
え
る
、
先
生
独

自
の
指
導
法
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

音
楽
と
い
う
も
の
は
形
が
見
え
な
い
も
の

で
す
か
ら
、
感
性
に
繋
が
る
感
情
表
現
を
理

解
し
や
す
く
具
体
化
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば〝
嬉
し
い
〞と
一
言
で
言
っ
て

も
、
い
ろ
い
ろ
な〝
嬉
し
い
〞が
あ
り
ま
す
。

お
菓
子
を
貰
っ
て
「
わ
ー
い
」
と
い
う
小
さ

な〝
嬉
し
い
〞と
、
入
試
に
合
格
し
た
「
や
っ

た
ー
！
」
と
い
う〝
嬉
し
い
〞は
違
い
ま
す
よ

ね
。
恋
人
が
死
ん
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
生

き
て
い
た
！
み
た
い
な
状
況
が
あ
れ
ば
、

〝
嬉
し
い
〞
で
も
泣
い
て
し
ま
う
と
思
い
ま

す
。
こ
の〝
嬉
し
い
〞一
つ
一
つ
を
、
学
生
た

ち
が
使
っ
て
い
る
口
紅
の
色
を
並
べ
た
化
粧

品
パ
レ
ッ
ト
の
よ
う
に
並
べ
て
思
い
浮
か
べ

て
み
る
の
で
す
。
そ
し
て
「
こ
の
曲
の
こ
の

部
分
の
感
情
は〝
嬉
し
い
〞だ
よ
ね
？
で
も
、

こ
れ
は
泣
く
ほ
ど
の〝
嬉
し
い
〞で
は
な
い
か

な
？
3
番
く
ら
い
の
〝
嬉
し
い
〞
で
は
？
」

と
感
情
パ
レ
ッ
ト
で
表
現
す
る
か
の
よ
う
に

噛
み
砕
い
て
伝
え
ま
す
。
背
景
に
ど
ん
な
物

語
が
あ
る
か
を
探
り
な
が
ら
、
こ
う
い
っ
た

具
体
的
な
経
験
や
感
情
が
連
想
で
き
る
よ
う

に
話
題
を
提
供
す
る
の
で
す
。

▲ウィーン（オーストリア）プライナー音楽院との交流演奏会での演奏。このホールはブラームスも演奏したことがあるという古い歴史を持つ（2018年）

◀ペルージャ音楽祭（イタリア）での演奏（2017年）

D i s c o g r a p h y
●「ラフマニノフ：ピアノ協奏曲第2番 /
  チャイコフスキー：ピアノ協奏曲第1番」
  【ピアノ】田中修二
  【指 揮】阪哲朗日本センチュリー交響楽団

●「ラフマニノフ：ピアノ作品集」
  【ピアノ】田中修二、セルゲイ・ザガツキン

●「SHUJI TANAKA PORTRAIT」
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Research & Report
S P E C I A L I S S U ES P E C I A L I S S U E

研究・教育紹介

Research & Report

し
か
し
、
そ
れ
は
本
当
の
音
楽
で
は
な
い
と

僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
ピ
ア
ノ
は
幼
少
期
か
ら
習
う
人

が
多
い
の
で
、「
リ
ズ
ム
は
こ
う
で
す
よ
」「
大

き
い
小
さ
い
は
こ
う
で
す
よ
」
と
自
分
の
意

志
と
関
係
な
く
技
術
で
弾
か
さ
れ
て
き
た
学

生
が
意
外
と
多
い
。
そ
う
す
る
と
何
が
違
う

の
か
自
分
で
探
す
よ
う
に
と
い
っ
て
も
、
な

か
な
か
答
え
が
見
つ
け
ら
れ
な
い
ん
で
す
。

け
れ
ど
こ
の
部
分
を
無
視
し
て
し
ま
う
と
、

自
分
で
演
奏
す
る
に
し
ろ
人
を
教
え
る
に
し

ろ
、
本
当
の
音
楽
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で

大
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
僕
が

指
導
で
き
る
こ
の
4
年
間
で
、
テ
ク
ニ
ッ
ク

以
前
の
感
性
の
重
要
さ
を
、
き
っ
ち
り
時
間

を
か
け
て
伝
え
て
い
ま
す
。

実
際
に
学
生
た
ち
が
感
性
で
弾
く
重
要
さ

を
理
解
し
て
大
き
く
変
わ
っ
て
く
れ
る
の
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
指
導
者
と
し
て

の
私
の
や
り
が
い
。
曲
を
聴
い
て
一
緒
に
泣

け
る
よ
う
な
生
徒
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が

理
想
で
す
。
た
だ
、
指
導
中
に
こ
ち
ら
側
が

感
極
ま
っ
て
先
に
泣
い
て
し
ま
い
「
先
生
、

ま
た
泣
い
て
る
！
」
と
学
生
に
か
ら
か
わ
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
。（
笑
）

■
将
来
、
自
分
を
誇
れ
る
一
曲
を
選
ぶ
こ
と
が

最
大
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ
り
応
援
の
か
た
ち

│
4
年
生
に
な
る
と
ソ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
も

あ
り
ま
す
ね
。

は
い
。
一
般
観
客
も
招
く
場
な
の
で
、
完

成
度
の
高
い
も
の
を
披
露
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
の
で
す
が
、
む
し

ろ
私
は
そ
う
い
っ
た
選
曲
で
な
く
、
一
生
懸

こ
う
い
っ
た
指
導
を
し
て
い
る
と
不
思
議

と
こ
ち
ら
側
に
も
学
生
個
々
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
見
え
て
く
る
の
で
、
各
人
で
接
し
方

も
変
え
て
い
き
ま
す
。

僕
は
今
、
大
学
院
で
『
指
導
法
研
究
』
と

い
う
授
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
い

ち
ば
ん
大
事
だ
と
伝
え
て
い
る
こ
と
は
「
先

入
観
を
捨
て
て
相
手
を
観
察
せ
よ
」
と
い
う

こ
と
。
個
々
の
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
何
を
感
じ
、

何
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
？
と
い

う
こ
と
は
、
一
切
の
先
入
観
を
取
り
払
っ
た

う
え
で
観
察
し
な
い
と
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

教
科
書
と
い
う
の
は
、
あ
っ
て
な
い
よ
う
な

も
の
で
、
学
生
す
べ
て
に
同
じ
指
導
法
で
は

う
ま
く
い
か
な
い
。
相
手
そ
れ
ぞ
れ
で
指
導

法
を
変
え
な
い
と
、
音
楽
と
い
う
も
の
は
教

え
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
〝
弾
か
さ
れ
る
〞
の
で
は
な
く
、
自
分
の

意
志
で
〝
弾
く
〞
こ
と
に
悦
び
を
見
出
す

│
指
導
さ
れ
る
う
え
で
難
し
さ
を
感
じ
ら

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

学
生
そ
れ
ぞ
れ
で
す
の
で
、
そ
れ
こ
そ
百

人
百
様
で
い
ろ
ん
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
も
っ
と
も
重
視
し
た
い
の
は
、
弾
か

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
意
志
と
感
性

で
弾
く
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

特
に
ピ
ア
ノ
と
い
う
楽
器
が
他
の
楽
器
と

決
定
的
に
違
う
の
は
、
鍵
盤
を
押
せ
ば
ど
ん

な
高
さ
の
音
で
も
出
る
の
で
、
自
分
で
音
程

を
と
ら
な
く
て
い
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

だ
か
ら
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
間
違
え
ず
に
打

つ
の
と
同
じ
よ
う
に
、
鍵
盤
を
押
さ
え
る
練

習
を
し
た
ら
あ
る
程
度
は
弾
け
て
し
ま
う
。

土
に
密
着
す
る
も
の
で
す
。
音
楽
学
部
の
学

生
な
ら
「
行
っ
た
方
が
い
い
」
で
は
な
く

「
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

僕
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
へ
の
留
学
は
1
年
ほ
ど
で

し
た
が
得
る
も
の
は
多
か
っ
た
で
す
し
、
25
歳

の
時
に
京
都
大
学
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
連
れ

ら
れ
て
初
め
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
ド
イ
ツ
で

演
奏
会
を
し
た
時
も
海
外
で
の
公
演
に
感
慨

深
い
も
の
を
感
じ
、
目
か
ら
鱗
の
経
験
が
で

き
た
と
感
動
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

街
へ
出
た
時
に
は
、
偶
然
見
か
け
た
教
会

の
丘
が
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
眠
る
場
所
だ
っ
た

こ
と
が
あ
り
、「
交
響
曲
4
番
の
冒
頭
は
、
こ

の
景
色
な
の
か
！
」
と
感
激
し
た
こ
と
も
あ

最
近
は
卒
業
後
に
、
ず
っ
と
ピ
ア
ノ
を
弾

き
続
け
る
学
生
も
い
れ
ば
、
音
楽
と
は
無
縁

の
会
社
へ
就
職
し
て
い
く
学
生
も
多
い
。
け

れ
ど
、
演
奏
会
の
た
め
に
一
生
懸
命
練
習
を

重
ね
た
経
験
、
試
験
ま
で
に
長
い
演
奏
曲
を

覚
え
た
ノ
ウ
ハ
ウ
、
室
内
楽
で
培
っ
た
他
楽

器
と
の
協
調
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
で
備
え
た
礼
儀

な
ど
、
す
べ
て
が
社
会
で
働
く
う
え
で
〝
売

り
〞
に
な
る
部
分
も
大
き
い
は
ず
で
す
。
学

生
た
ち
に
は
信
念
を
持
っ
て
、
こ
れ
だ
け
の

こ
と
を
や
っ
て
き
た
、
と
胸
を
張
っ
て
ほ
し

い
。
頑
張
っ
た
記
憶
や
経
験
は
、
社
会
で
も

存
分
に
生
か
せ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
ど
ん
な
形
で
も
い
い
の
で
、
身
に

り
ま
し
た
。
音
楽
が
生
ま
れ
た
場
所
を
ダ
イ

レ
ク
ト
に
肌
で
感
じ
る
と
、
言
葉
で
は
表
し

き
れ
な
い
何
か
が
目
覚
め
る
感
覚
が
必
ず
あ

り
ま
す
。

今
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
難
し
い
の
で
す
が
、

以
前
は
毎
年
イ
タ
リ
ア
の
ペ
ル
ー
ジ
ャ
音
楽

祭
に
学
生
を
連
れ
て
行
っ
た
り
、
ウ
ィ
ー
ン

の
プ
ラ
イ
ナ
ー
音
楽
院
と
の
交
歓
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
早

い
再
開
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

■
音
楽
学
科
で
得
た
こ
と
を

存
分
に
生
か
せ
る
未
来
が
待
っ
て
い
る

│
学
生
た
ち
の
将
来
に
つ
い
て
は
、
ど
う

思
わ
れ
て
い
ま
す
か
？

つ
け
た
音
楽
の
楽
し
み
方
を
生
涯
心
の
片
隅

に
大
切
に
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

│
先
生
ご
自
身
は
、
指
導
者
と
し
て
今
後

の
展
望
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

将
来
的
に
は
、
年
齢
や
ス
キ
ル
に
関
わ
ら

ず
い
ろ
い
ろ
な
人
を
教
え
て
み
た
い
で
す
ね
。

音
楽
の
捉
え
方
も
様
々
だ
と
思
う
の
で
、
新

鮮
で
面
白
そ
う
で
す
。
ピ
ア
ノ
の
指
導
を
通

し
て
、
ま
だ
ま
だ
新
し
い
音
楽
体
験
が
で
き

る
可
能
性
を
信
じ
て
い
ま
す
。

命
に
頑
張
れ
る
弾
き
た
い
も
の
を
弾
き
な
さ

い
と
言
い
ま
す
。「
弾
き
た
い
」
と
持
っ
て
き

た
ど
ん
な
曲
も
決
し
て
却
下
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
卒
業
後
ピ
ア
ノ
か
ら
離
れ
て
し

ま
う
学
生
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
が
最
後
の
リ

サ
イ
タ
ル
に
な
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
か

ら
で
す
。
将
来
、
自
分
の
子
供
に
〝
お
母
さ

ん
が
ピ
ア
ノ
を
や
っ
て
い
た
証
〞
と
し
て
見

せ
ら
れ
る
も
の
が
こ
の
リ
サ
イ
タ
ル
映
像
だ

け
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
下
手

だ
っ
た
り
失
敗
し
た
と
し
て
も
、「
お
母
さ
ん

は
こ
ん
な
に
頑
張
っ
た
ん
だ
よ
！
」
と
そ
の

姿
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に
と
思
う
の
で
す
。

学
生
た
ち
が
選
ん
で
く
る
楽
曲
は
難
し
い

も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、「
昔
か

ら
弾
い
て
み
た
か
っ
た
ん
で
す
」
と
い
う
言

葉
を
聞
く
と
「
よ
し
、
や
れ
！
頑
張
れ
！
」

と
背
中
を
押
し
て
し
ま
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
当
日
は
こ
ち
ら
も
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し

ま
す
が
、
学
生
た
ち
が
必
死
に
弾
く
姿
を
見

て
い
る
と
、
演
奏
が
最
後
に
辿
り
着
い
た
瞬

間
こ
ち
ら
も
グ
ッ
と
こ
み
上
げ
る
も
の
が
あ

る
の
で
す
。
4
年
間
指
導
を
続
け
た
僕
に
は
、

学
生
が
そ
う
や
っ
て
成
長
し
た
姿
を
見
せ
て

く
れ
る
こ
と
が
生
き
が
い
だ
と
言
え
ま
す
ね
。

■
音
楽
が
生
ま
れ
た
海
外
の
地
に
は
、

新
た
な
発
見
や
大
き
な
学
び
が
あ
る

│
先
生
も
ド
イ
ツ
へ
留
学
さ
れ
た
ご
経
験

が
あ
り
ま
す
が
、
学
生
の
留
学
や
海
外
研
修

に
つ
い
て
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
が
扱
う
音
楽
は
ほ
ぼ
外
国
の
も
の

で
、
音
楽
に
必
要
な
感
性
は
そ
れ
ぞ
れ
の
風

■田中修二（たなか・しゅうじ）─京都市立芸術大学音楽学部卒業。大学卒業と同時にデ
ビューリサイタルを開き、以後、新日本フィルハーモニー交響楽団、東京交響楽団他、数多くの
オーケストラと共演。ドイツやハンガリー、及び日本各地にて、活発な演奏活動を行い、1986
年には第3回日本国際音楽コンクールで第3位に入賞。1997年には、神戸女学院大学の派遣
によりミュンヘン国立音楽大学へ留学。大阪文化祭本賞、咲くやこの花賞、大阪舞台芸術奨励
賞、坂井時忠音楽賞など多数の受賞歴もある。京都市立芸術大学、県立西宮高校の非常勤講

師を経て、神戸女学院大学に勤務。また開催したリサイタルがCDやBlu-
rayとしてもリリースされている。日本野鳥の会会員という顔も持ち、特
に“ジョウビタキ”には愛着がありトレードマークとして使用している。

2020年に神戸女学院大学音楽館前で撮影した冬の小鳥〝ジョウビタキ〟▶
◀田中教授が愛用する小鳥の模様が織り込まれたネクタイ

ピアノの音が出る仕組みがわかりやすいように
構造の一部分を抜き出したアクションモデル▶

▲（写真左）2019年9月に兵庫県立芸術文化センター大ホールで開催された「協奏曲の夕べ」（右）卒業生を含む門下生たちと終演後に記念撮影

音
楽
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
大
切
な
の
は
、演
奏
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
よ
り
も
ま
ず
は
感
性
。

自
分
の
意
志
と
感
性
を
も
っ
て
演
奏
す
る
こ
と
こ
そ
が
演
奏
者
と
し
て
本
当
の
悦
び
で
す
。

学
生
が
4
年
間
の
指
導
で
そ
の
こ
と
を
感
じ
と
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
姿
を
見
る
こ
と
が

指
導
者
と
し
て
の
自
分
に
と
っ
て
は
こ
の
上
な
い
生
き
が
い
だ
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。
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卒 業 生

GRADUATES’ ACTIVITY

K.C.Alumni

❖
人
の
笑
顔
に
携
わ
る
仕
事
が
し
た
い
！

「
新
婦
様
が
ド
レ
ス
を
選
ぶ
時
間
は
い
ち
ば

ん
ウ
キ
ウ
キ
ワ
ク
ワ
ク
す
る
時
。
楽
し
い
時

間
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
た
い
で
す
」。
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
の

TA
K

A
M

I B
R
ID

A
L

で
、
今
年
1
月
か
ら
ス

タ
イ
リ
ス
ト
と
し
て
働
き
始
め
た
岡
本
さ
ん
。

ホ
テ
ル
で
式
を
挙
げ
る
新
郎
様
・
新
婦
様
や

ご
親
族
の
衣
裳
を
提
案
し
、
と
も
に
選
ぶ
の

が
主
な
仕
事
だ
。

大
学
で
は
心
理
行
動
科
学
科
で
学
ん
で
い

た
が
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
に
進
ん
だ
同
級
生

は
他
に
思
い
当
た
ら
な
い
と
い
う
。「
私
が
こ

の
業
界
に
進
も
う
と
思
っ
た
の
は
、
ゼ
ミ
で

学
ん
だ
色
彩
心
理
の
知
識
が
生
か
せ
る
と

思
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
何
よ
り
、
大
学
時
代

に
活
動
し
て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ〝
て
ら
こ
や
〞の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

影
響
を
受
け
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」。
地
域

の
子
供
た
ち
を
集
め
て
行
う
近
隣
の
お
寺
で

の
宿
泊
事
業
や
、
う
ど
ん
を
粉
か
ら
作
る
食

育
、
京
都
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
い
っ
た
日

帰
り
事
業
な
ど
の
運
営
に
約
3
年
間
携
わ
っ

た
。「
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
計
画
し
た
事
業
を

子
供
た
ち
が
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
姿
を
見
て
、

こ
ん
な
ふ
う
に
人
を
喜
ば
せ
る
仕
事
、
人
の

笑
顔
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
自
然
に
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

 
TA

K
A
M

I B
R
ID

A
L

へ
入
社
し
た
当
初

は
、
発
注
や
仕
入
れ
を
行
う
商
品
管
理
課
へ

配
属
に
。
翌
年
か
ら
は
京
都
の
ラ
ボ
に
あ
る

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
課
で
、
挙
式
会
場
へ
届
け
る

衣
裳
に
汚
れ
や
破
れ
が
な
い
か
な
ど
の
最
終

チ
ェ
ッ
ク
を
行
な
う
業
務
に
5
年
間
就
い
て

い
た
。「
衣
裳
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
は
外
部
に
委
託
す
る
会
社
が
多
い
の
で

す
が
、TA
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は
自
社
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
ド
レ
ス
1

着
に
も
、
当
日
新
婦
様
が
袖
を
通
す
ま
で
に

何
人
も
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
ん
だ
と

い
う
大
切
な
こ
と
が
、
こ
の
仕
事
で
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。『
我
が
社
の
心
臓
部
と
も
い
え

る
重
要
な
仕
事
』
と
言
わ
れ
、
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」。
そ
し
て
今
年
1
月
か
ら
は
、
新

た
に
ス
タ
イ
リ
ス
ト
と
し
て
直
接
お
客
様
と

接
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

❖
お
客
様
の
笑
顔
に
触
れ
ら
れ
る
や
り
が
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
人
見
知
り
で
シ
ャ
イ

な
性
格
だ
と
自
己
分
析
す
る
岡
本
さ
ん
。最
初

は
営
業
職
に
も
自
信
が
な
か
っ
た
。し
か
し
実

際
に
お
客
様
と
触
れ
合
え
る
仕
事
に
は
自
然

と
新
た
な
や
り
が
い
も
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。「
お
客
様
か
ら
『
あ
り
が
と
う
』

の
言
葉
を
も
ら
え
た
り
、ド
レ
ス
を
試
着
す
る

嬉
し
そ
う
な
笑
顔
を
直
接
見
ら
れ
る
こ
と
が

今
の
や
り
が
い
で
す
。
勧
め
た
衣
裳
を
気
に

入
っ
て
も
ら
え
た
ら
「
よ
し
！
」
と
思
え
る

し
、
何
着
も
何
着
も
迷
わ
れ
た
末
に
納
得
さ

れ
る
1
着
を
ご
提
案
で
き
た
時
は
「
よ
か
っ

た
〜
！
」
と
、こ
ち
ら
も
笑
顔
に
な
り
ま
す
」。

大
学
時
代
に
は
対
人
関
係
心
理
学
が
専
門

の
ゼ
ミ
に
在
籍
。
学
ん
で
い
く
中
で
人
と
色

彩
の
関
わ
り
を
深
く
知
り
た
い
と
思
い
取
得

し
た
と
い
う
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
リ
ス
ト
の

資
格
も
現
職
で
役
立
っ
て
い
る
。な
か
で
も
、

普
段
明
る
い
色
は
選
ば
な
い
と
い
う
お
客
様

に
、
絶
対
に
似
合
う
と
確
信
し
た
イ
エ
ロ
ー

の
ド
レ
ス
を
提
案
し
て
み
た
と
こ
ろ
、新
婦
様

ご
本
人
も
大
変
気
に
入
っ
て
く
だ
さ
り
、
そ

の
ド
レ
ス
に
決
定
し
た
と
い
う
経
験
は
大
き

な
自
信
に
繋
が
っ
た
。「
資
格
取
得
後
も
〝
色

彩
心
理
〞
を
卒
業
論
文
の
題
材
に
し
た
ぐ
ら

い
、
自
分
に
は
興
味
深
い
分
野
。
今
は
カ

ラ
ー
ド
レ
ス
だ
け
で
な
く
、
色
打
掛
に
合
わ

せ
る
刺
繍
襟
や
胸
元
に
差
す
花
嫁
小
物
と
の

色
合
わ
せ
の
ご
提
案
な
ど
、
よ
り
専
門
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
に
も
生
か
せ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ

イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
診
断

を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
案
も
出
て
い
る
の

で
今
後
も
楽
し
み
で
す
」。

❖
お
客
様
の
反
応
に
心
と
き
め
く
毎
日

接
客
時
に
岡
本
さ
ん
が
最
も
大
切
に
し
て

い
る〝
衣
裳
選
び
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
〞と
い

う
心
構
え
は
、
先
輩
ス
タ
イ
リ
ス
ト
か
ら
教

わ
っ
た
。「
最
初
は
雰
囲
気
に
の
ま
れ
て
、
皆

さ
ん
ど
う
し
て
も
緊
張
な
さ
る
ん
で
す
。
な

る
べ
く
他
愛
も
な
い
話
を
投
げ
か
け
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
少
し
で
も
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
」。
そ

う
い
っ
た
心
遣
い
を
重
ね
る
う
ち
、
や
が
て

来
店
時
に
『
岡
本
さ
ん
、
い
ま
す
か
？
』
と

自
身
を
訪
ね
て
き
て
く
だ
さ
る
ほ
ど
打
ち
解

け
た
お
客
様
が
増
え
た
こ
と
が
嬉
し
い
と
笑

顔
を
こ
ぼ
す
。

ス
タ
イ
リ
ス
ト
の
仕
事
を
始
め
て
か
ら
心

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
初
め
て
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
ド
レ
ス
を
試
着
し
た
お
客
様
が
、
思
わ

ず
涙
ぐ
ま
れ
た
時
の
こ
と
。「『
ま
さ
か
自
分

が
こ
ん
な
ド
レ
ス
を
着
ら
れ
る
日
が
来
る
な

ん
て
…
…
！
』
と
鏡
を
見
つ
め
て
感
動
さ
れ

て
い
た
ん
で
す
。
そ
の
お
顔
が
と
て
も
綺
麗

で
、
未
だ
に
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
横
に
い
た

私
ま
で
、
素
敵
な
お
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
え

て
い
る
ん
だ
な
と
実
感
で
き
た
ひ
と
と
き
で

し
た
」。

❖
唯
一
無
二
の
ス
タ
イ
リ
ス
ト
を
目
指
し
て

今
後
は
、
ド
レ
ス
だ
け
で
な
く
和
装
の
魅

力
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
意
気
込
む
。「
こ
の

華
や
か
な
着
物
1
枚
を
仕
立
て
る
に
も
、糸
を

染
め
る
、機
を
織
る
、模
様
を
描
く
…
…
数
多

く
の
技
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。
ご
高
齢

な
職
人
の
方
が
多
く
、も
う
二
度
と
同
じ
も
の

は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
る
貴
重
な
打
掛
も
揃
え

て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も
ド
レ
ス
だ
け
選
ば
れ

る
お
客
様
が
多
い
の
で
す
が
、せ
っ
か
く
の
機

会
な
の
で
、和
装
の
魅
力
も
し
っ
か
り
と
お
伝

え
す
る
の
が
今
後
の
課
題
で
す
」。

取
材
時
、初
め
て
自
分
ひ
と
り
で
担
当
し
た

お
客
様
の
結
婚
式
を
数
週
間
後
に
控
え
て
い
る

と
教
え
て
く
れ
た
岡
本
さ
ん
。「
今
は
ま
だ
ま

だ
で
す
が
、い
つ
か
お
客
様
か
ら
「
岡
本
さ
ん

で
よ
か
っ
た
」「
岡
本
さ
ん
が
選
ん
で
く
れ
た
ド

レ
ス
で
よ
か
っ
た
」
な
ん
て
一
言
が
聞
け
た
と

し
た
ら
、す
ご
く
嬉
し
い
で
し
ょ
う
ね
。
い
つ

の
日
か
そ
の
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
が
一
番
の

目
標
。
ま
ず
は
日
々
の
接
客
の
な
か
で
い
か
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
か
を
追
求
し
な
が
ら
、こ

れ
か
ら
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
勉
強
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

人生いちばんの晴れ舞台ともいえ
る結婚式。その大切な1日をより
華やかに演出するのがドレスや打
掛だ。その衣裳選びをサポートす
るスタイリストとして働き始めた
岡本さん。入社後6年間は裏方の

仕事をしていたが、直接お客様と触れ合える新たな環境で
やりがいを見つけ奮闘する毎日を送る。

●スタイリスト

岡本 真貴子 さん─ OKAMOTO Makiko

花嫁の笑顔溢れる
ドレス選びをサポート
─晴れの日を彩る最高の1着を提案する─

■岡本真貴子（おかもと・まきこ）
2015年3月、人間科学部心理・行動科学科を卒業。同年4月、TAKAMI BRIDALに入社。商品管理課、
セッティング課を経て、2021年より帝国ホテル大阪衣裳室にて、スタイリスト業務に従事する。

ウ
エデ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
を
試
着
し
た
お
客
様
が
、

感
動
し
て
涙
ぐ
ま
れ
て
い
た
ん
で
す
。

そ
の
お
顔
が
と
て
も
綺
麗
で
、今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
時
に
私
も
、素
敵
な
お
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
え
て
い
る
な
と
実
感
し
ま
し
た
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プロジェクト科目

今年度前期、プロジェクト科目「自然環境と人間：モーリシャスの海洋汚染とボラン
ティア活動」が開講された。テーマは、2020年にモーリシャス沖で日本企業が所有
する輸送船が座礁し、海洋に油が流出した事故について。国際社会に大きなショッ
クを与えたこの出来事に今後どのように向き合っていくべきか、講義を担当した北
川教授・張野教授と、受講した学生たちに話を聞く。

か
影
響
は
あ
り
ま
し
た
か
？

北
川

こ
の
授
業
の
ね
ら
い
の
ひ
と
つ
は
学
生

に
当
事
者
意
識
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
だ
っ
た

の
で
す
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。で
も
ゲ
ス
ト

ス
ピ
ー
カ
ー
の
方
々
が
非
常
に
親
身
に
な
っ
て

く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、学
生
も
「
他
人
事
で

は
な
い
」
と
感
じ
た
よ
う
で
す
。
た
と
え
ば

モ
ー
リ
シ
ャ
ス
在
住
の
方
は
、ご
自
宅
か
ら
座

礁
し
た
船
を
映
す
な
ど
見
せ
方
も
工
夫
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
て
、画
面
越
し
で
あ
っ
て
も
現
地

の
暮
ら
し
を
追
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

張
野

企
業
の
方
も
包
み
隠
さ
ず
お
話
し
て

く
だ
さ
っ
て
、「
学
生
に
教
え
て
あ
げ
よ
う
」

と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
よ
ね
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
っ
た
こ
と
で
実
験
を
見
学

し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
が
、

興
味
の
あ
る
学
生
に
は
研
究
室
で
機
器
も
見

学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

│
総
合
文
化
学
科
の
北
川
先
生
、
環
境
バ

イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
張
野
先
生
が
合
同

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
も

当
事
者
意
識
を
持
つ
こ
と
は
で
き
る

│
授
業
は
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
行
わ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
？

北
川

講
義
と
公
開
セ
ミ
ナ
ー
と
い
う
2
段

構
え
の
構
成
に
し
ま
し
た
。
ま
ず
6
月
19
日

に
、国
際
関
係
論
専
門
の
私
が
政
府
の
対
応
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
講
義
。
重
油
の

海
洋
汚
染
に
つ
い
て
は
、水
質
分
析
を
研
究
さ

れ
て
い
る
張
野
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

続
い
て
7
月
10
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
在
住
の
永
井

葉
子
様
、
輸
送
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
い
た

商
船
三
井
の
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
環
境
・
社
会
貢

献
チ
ー
ム（
山
下
悟
郎
様
）、
現
地
調
査
を

行
っ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家（
阪
口
法
明
様
）に

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

│
当
初
は
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
計
画
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
講
と
な
っ
た
こ
と
で
何

で
開
講
さ
れ
た
こ
と
で
、
文
系
・
理
系
の
垣

根
を
超
え
た
科
目
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
意

義
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

北
川

ひ
と
つ
の
事
故
に
つ
い
て
社
会
と
環

境
と
い
う
2
つ
の
面
か
ら
取
り
上
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
学
生
に
は
複
眼
的
な
視
点
を
も
つ

こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

張
野

専
門
分
野
を
も
つ
こ
と
は
重
要
で
す

が
、
他
分
野
に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
専
門
分

野
に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
同
じ
こ
と
ば
か
り
し
て

い
て
も
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
は
出
て
こ
な
い
。

専
門
性
を
膨
ら
ま
せ
る
た
め
に
も
、
他
分
野

の
授
業
を
受
け
る
意
義
は
あ
る
は
ず
で
す
。

北
川

本
学
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
以
外

に
も
、マ
イ
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
度
な
ど
で
文

理
の
枠
組
み
を
超
え
た
学
び
が
可
能
な
の
で
、

学
生
に
は
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

│
授
業
を
行
う
う
え
で
大
切
に
さ
れ
た
こ

と
は
？

北
川

事
前
の
打
ち
合
わ
せ
で
張
野
先
生
が

「『
あ
な
た
は
ど
う
思
う
か
』
を
聞
き
ま
し
ょ

う
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
教
え
込
む
こ
と
で
は
な
く
、
究
極

的
に
大
切
な
の
は
そ
こ
だ
な
と
。

張
野

こ
の
事
故
に
限
ら
ず
、
環
境
問
題
で

は
完
全
な
正
解
が
出
な
い
場
合
が
多
い
ん
で

す
。
そ
う
し
た
な
か
で
一
番
大
切
な
の
が
、

正
確
な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
な
が
ら
自
分
の
頭

で
考
え
る
こ
と
。
日
本
人
は
自
己
主
張
が
苦

手
と
い
う
問
題
も
あ
る
の
で
、
考
え
た
こ
と

を
自
分
の
言
葉
で
話
す
力
ま
で
育
て
て
い
く

必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

▼
多
く
の
視
点
か
ら
の
話
を

一
度
に
聞
け
る
贅
沢

│
授
業
を
振
り
返
っ
て
、
と
く
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
？

2
年
生

現
地
の
方
か
ら
お
聞
き
し
た
、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
話
で
す
。
モ
ー
リ
シ
ャ

ス
で
は
人
種
ご
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
は
っ
き

り
分
か
れ
て
い
る
の
に
、重
油
の
流
出
後
は
そ

う
し
た
壁
を
超
え
て
す
ぐ
に
協
力
し
た
と
い
う

お
話
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。「
自
分
の
庭

が
汚
れ
た
と
い
う
感
覚
だ
っ
た
」
と
聞
い
て
、

そ
の
行
動
に
も
納
得
が
い
き
ま
し
た
。

4
年
生

私
は
「
も
の
を
購
入
す
る
こ
と
は

投
票
す
る
こ
と
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
事
故
の

背
景
に
は
安
価
な
労
働
力
と
い
う
問
題
も
あ

る
と
知
り
、
自
分
の
消
費
行
動
を
考
え
直
し

ま
し
た
。
環
境
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
配
慮
さ
れ
た

商
品
を
選
ん
だ
り
、
自
分
が
納
得
で
き
る
も

の
を
選
ん
で
な
る
べ
く
長
く
使
っ
た
り
す
る

な
ど
、
日
本
に
い
る
私
た
ち
に
も
で
き
る
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

3
年
生

私
も
、
も
の
を
買
う
と
き
に
は
責

任
を
も
っ
た
選
択
を
心
が
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
を
買
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
企
業
の
方
が

社
会
責
任
を
果
た
そ
う
と
す
る
覚
悟
に
も
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
真
摯
に
取
り
組
も
う
と

す
る
姿
が
、
現
地
の
方
の
心
も
動
か
し
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

│
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
は
総
合
文
化
学
科

の
授
業
で
す
が
、
今
回
は
複
数
の
学
科
の
学

生
が
受
講
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か
？

2
年
生

専
門
分
野
に
つ
い
て
、
他
学
科
の

方
と
直
接
意
見
を
交
え
た
授
業
は
こ
れ
が
初

め
て
だ
っ
た
の
で
す
が
、
自
分
で
は
思
い
付

か
な
い
方
向
か
ら
の
質
問
や
意
見
も
多
く
て
、

と
て
も
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
と
く
に
先
輩

方
は
考
え
が
深
く
、
言
葉
の
選
び
方
も
上
手

で
、
見
習
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

3
年
生

こ
れ
ま
で
理
系
の
授
業
は
あ
ま
り

受
け
て
こ
な
か
っ
た
た
め
少
し
心
配
で
し
た

が
、事
前
の
講
義
で
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
た
だ
け
た
の
で
、公
開
セ
ミ
ナ
ー
で
も
し
っ

か
り
理
解
で
き
ま
し
た
。
ま
た
モ
ー
リ
シ
ャ
ス

の
事
故
に
つ
い
て
、国
際
関
係
の
北
川
先
生
、

水
質
分
析
の
張
野
先
生
、現
地
在
住
の
方
、企

業
の
方
と
、た
く
さ
ん
の
視
点
か
ら
の
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、と
て
も
贅
沢
な
経

験
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

4
年
生

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
私
は
4
年

生
で
、
こ
れ
ま
で
で
き
る
限
り
多
く
の
学
科

の
授
業
を
受
け
て
き
た
の
で
す
が
、
そ
の
な

か
で
実
感
し
て
い
る
の
は
多
角
的
な
視
点
を

獲
得
し
、
高
い
視
座
か
ら
物
事
を
考
え
る
こ

と
の
大
切
さ
。
学
ぶ
ほ
ど
に
知
る
こ
と
や
考

え
る
こ
と
が
楽
し
く
な
る
の
で
、
後
輩
の
み

な
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
授
業
を
受
け

て
ほ
し
い
で
す
。

「あなたはどう思うのか？」を問う
◉多角的に考えるモーリシャス沖重油流出事故

●文学部 総合文化学科

北川 将之 教授
●人間科学部 環境・バイオサイエンス学科

張野 宏也 教授

●文学部 総合文化学科 2年生

●文学部 総合文化学科 3年生

●人間科学部
環境・バイオサイエンス学科 4年生

プロジェクト科目 「自然環境と人間：モーリシャスの海洋汚染とボランティア活動」

Africa
アフリカ大陸

モーリシャス
Mauritius

ポートルイス
Port Louis

Indian Ocean
インド洋

座礁現場

▲モーリシャス沖で座礁した貨物船

◀漂着した油の除去作業の様子
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トピックス

TO P I C S

◉
変
わ
ら
ぬ
礼
拝
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

「
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
は
創
立
以
来
欠
か
さ
ず

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
神
戸
女
学
院
の
建

学
の
精
神
に
通
じ
る
大
切
な
時
間
で
す
」
と
話

す
の
は
、
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
の
大
澤
先
生
。

昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
授
業
の
遠
隔

化
が
進
む
な
か
で
も
、
礼
拝
は
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
な
ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
日
々
同
じ
時

刻
に
実
施
し
て
い
る
。
大
人
数
の
学
生
参
加

は
見
合
わ
せ
る
か
た
ち
と
な
っ
た
が
、「
ど
ん

な
日
常
で
も〝
礼
拝
の
時
間
を
確
保
す
る
〞と

い
う
こ
と
が
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
」
と
、

今
ま
で
通
り
の
礼
拝
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
届
け

る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
昨
年
の
春
の
こ
と
だ
。

シ
ス
テ
ム
に
負
荷
が
か
か
る
同
時
配
信
で

は
な
く
、
録
画
し
た
礼
拝
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド

│
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
現
し
た
経
緯

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

北
川

コ
ロ
ナ
禍
で
留
学
を
は
じ
め
と
し
た

国
際
交
流
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
異
文
化
理
解

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

南
出

我
々
だ
け
で
な
く
、
日
越
大
学
で
も

同
じ
状
況
だ
っ
た
ん
で
す
。
学
生
は
日
本
の

こ
と
を
学
び
た
く
て
入
学
し
た
の
に
、
留
学

す
る
こ
と
も
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
も

で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き

る
こ
と
を
模
索
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
お
互

い
の
ニ
ー
ズ
が
う
ま
く
合
致
し
た
こ
と
か
ら
、

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
現
し
ま
し
た
。

│
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

北
川

学
生
に
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
文
化
・

社
会
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
、
ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
う
え
で
、
日
本
と
ベ

で
配
信
。
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
の
撮
影
や
配
信

の
た
め
の
編
集
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
奨
励
者
の

調
整
な
ど
苦
労
も
あ
っ
た
。
し
か
し
学
生
に

は
自
由
な
時
間
に
参
加
で
き
る
、
聞
き
直
し

で
き
る
な
ど
の
利
点
も
あ
り
、
単
純
に
比
較

は
で
き
な
い
が
、
視
聴
者
数
は
以
前
の
礼
拝

参
加
者
数
か
ら
約
2
倍
と
な
っ
た（
昨
年
度
）。

チ
ャ
プ
レ
ン
室
職
員
の
西
岡
さ
ん
は
「
普

段
は
な
か
な
か
足
を
運
べ
な
か
っ
た
と
い
う

学
生
た
ち
も
、
ア
ク
セ
ス
の
し
や
す
さ
か
ら

か
オ
ン
ラ
イ
ン
で
た
く
さ
ん
視
聴
し
て
く
れ

た
よ
う
で
す
」
と
手
応
え
を
感
じ
た
。
視
聴

し
た
学
生
や
教
職
員
か
ら
は
『
礼
拝
の
時
間

が
支
え
に
な
っ
て
い
る
』『
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

オ
ル
ガ
ン
の
音
色
に
癒
さ
れ
た
』
と
い
う
声

が
た
く
さ
ん
届
い
て
い
る
と
い
う
。

ト
ナ
ム
の
学
生
混
合
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
さ
ら
に
2
週
間
後
に

は
、
各
グ
ル
ー
プ
に
発
表
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
ど
ん
な
発
表
に
な
る
の
か
ワ
ク
ワ
ク

し
つ
つ
、
心
配
も
し
て
い
ま
し
た
が
…
…
。

南
出

み
ん
な
、
予
想
以
上
に
お
も
し
ろ
い

発
表
を
し
て
く
れ
ま
し
た
よ
ね
。
2
週
間
の

準
備
期
間
中
、
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る

の
か
私
た
ち
は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

北
川

両
国
と
も
シ
ャ
イ
な
国
民
性
な
の
か
、

ス
ロ
ー
ス
タ
ー
ト
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
お

互
い
「
知
り
合
い
に
な
り
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
は
あ
る
の
で
打
ち
解
け
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
ね
。
公
共
交
通
や
災
害
、
食
事
の
マ

ナ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
日
本
と

ベ
ト
ナ
ム
を
比
較
し
、
分
析
し
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。

南
出

半
分
以
上
の
グ
ル
ー
プ
が
映
像
を
取

り
入
れ
て
い
た
の
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

学
生
た
ち
の
技
術
に
感
心
し
ま
し
た
。

北
川

日
本
語
・
ベ
ト
ナ
ム
語
・
英
語
の
テ

ロ
ッ
プ
を
併
記
す
る
な
ど
、ど
の
言
語
の
話
者

が
見
て
も
伝
わ
る
工
夫
も
し
て
い
ま
し
た
ね
。

│
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
大
切
に
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
？

南
出

言
語
よ
り
も
、
中
身
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
重
視
し
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ

ム
側
の
教
員
が
ベ
ト
ナ
ム
語
と
日
本
語
の
通

訳
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。

北
川
「
神
戸
女
学
院
生
の
英
語
は
き
れ
い
」

と
い
わ
れ
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

英
語
に
自
信
が
な
く
て
も
国
際
交
流
は
で
き

る
と
い
う
こ
と
を
体
感
し
て
も
ら
え
た
の
は

大
き
な
収
穫
で
し
た
ね
。

南
出

コ
ロ
ナ
以
前
で
も
経
済
的
理
由
や
勇

気
が
な
く
て
留
学
に
踏
み
出
せ
な
か
っ
た
学

生
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
な
ら
こ
う
し
た
国
際

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
英
語
が
苦
手
で
も
準
備
を
す
れ
ば
発

表
は
で
き
ま
す
し
、
そ
れ
に
対
し
て
海
外
の

学
生
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
反
応
を
も
ら
う
こ

と
が
自
信
に
つ
な
が
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了

後
も
お
互
い
に
連
絡
を
取
り
合
っ
た
り
も
し

て
い
る
よ
う
で
、
し
っ
か
り
国
際
交
流
の
醍

醐
味
を
味
わ
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

│
来
年
度
も
継
続
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

北
川

そ
の
予
定
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
留

学
以
上
に
語
学
研
修
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

と
い
っ
た
短
期
の
海
外
渡
航
が
難
し
い
の
で

す
が
、
今
回
の
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
取

り
組
み
に
よ
っ
て
代
替
で
き
る
と
い
う
手
応

え
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

南
出

渡
航
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、

事
前
学
習
の
ツ
ー
ル
と
し
て
役
立
て
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
事
前
に
知
り

合
っ
て
お
け
ば
、
現
地
で
さ
ら
に
深
い
交
流

が
で
き
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

北
川

オ
ン
ラ
イ
ン
と
実
際
の
渡
航
を
併
用

で
き
る
の
が
理
想
で
す
ね
。
最
近
は
コ
ロ
ナ

禍
で
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
軒
並
み
中
止
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
言
語
や
文
化
の
異

な
る
学
生
が
と
も
に
学
ぶ
「
国
際
共
修
」
の

必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
サ

マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
に

と
っ
て
初
め
て
の
国
際
共
修
の
取
り
組
み
で

し
た
が
、
い
い
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
ま
し
た
。

◉
今
後
は
オ
フ
ラ
イ
ン
の
礼
拝
に
も
参
加
を

状
況
の
改
善
に
応
じ
て
、
対
面
授
業
に
出

席
し
て
い
る
学
生
の
講
堂
で
の
礼
拝
参
加
も

可
能
で
あ
る
。
講
堂
内
で
は
感
染
対
策
に
も

十
分
気
を
付
け
て
い
る
。
人
数
制
限
や
換
気

の
ほ
か
、
礼
拝
前
に
は
講
堂
内
を
消
毒
。
讃

美
歌
の
歌
唱
部
分
を
短
く
し
た
り
、
聖
書
の

貸
出
も
今
は
中
止
し
て
い
る
。「
い
ろ
い
ろ

な
人
の
お
話
を
聞
い
て
、
み
ん
な
で
讃
美
歌

を
歌
う
…
…
こ
う
い
う
貴
重
な
時
間
は
学
生

時
代
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
。
感
染
対
策

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
対
面
授
業
の
あ
る

日
に
は
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
で
す
」（
西

岡
さ
ん
）。「
オ
ン
ラ
イ
ン
は
ア
ク
セ
ス
の
し

や
す
さ
や
繰
り
返
し
視
聴
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
反
面
、
オ
フ
ラ
イ
ン
だ
か
ら
こ
そ
の

讃
美
歌
や
オ
ル
ガ
ン
の
生
の
音
と
い
う
の
は

何
物
に
も
代
え
難
い
も
の
で
す
。
通
常
の
礼

拝
に
く
わ
え
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
特
別
礼
拝

な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
可
能
な
時

に
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」（
大
澤

先
生
）。

●大学チャプレン
文学部総合文化学科

大澤 香 准教授

●チャプレン室 職員

西岡 麻祐子 さん

創立以来、キリスト教主義に基づく教育をすべての根幹としてきた女学院。授業の開講期間は
欠かすことなく毎日の礼拝をまもり続けてきた。コロナ禍にある現状もオンラインでのオンデマ
ンド配信を新たに始めるなど、さまざまな工夫を凝らして変わらない礼拝が続けられている。学
生たちの心に届ける、本学での礼拝の大切さについて、大学チャプレンとチャプレン室職員の方
にお話をお聞きした。

海外渡航が制限されているコロナ禍において「どうにか学生たちに国際交流
の機会を与えたい」という教員の思いから、夏季休暇中にオンラインでの国
際交流サマープログラムが実現した。主催は本学の国際交流センターと、ベ
トナム国立日越大学・日本学専攻。学生たちが距離と言語の壁を超えてどん
な体験をしたのか、担当教員である北川教授と南出准教授に話を聞いた。

オンラインで見えてきた国際交流の新しいかたち
オンラインでの配信もはじめ、休むことなく続けられる礼拝が
コロナ禍で学生たちの心の支えに

ベトナム・日越大学との共同企画で
「国際共修」の第一歩を踏み出す

『愛神愛隣』の精神を届けるオンライン礼拝

Worship Service International Exchange

●文学部 総合文化学科

北川 将之 教授
●文学部 英文学科

南出 和余 准教授
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● 本誌へのご意見、お問い合わせ：神戸女学院大学広報委員会　〒662-8505 兵庫県西宮市岡田山4-1／E-mail kckoho@mail.kobe-c.ac.jp
● 取材に際しては、感染予防策を最大限に講じた上で実施いたしました。

T O P I C S

■学長が宝塚市長を表敬訪問

■新型コロナウイルスワクチン 学内接種を実施

　新型コロナウイルスの感染を最小限に抑え、集団で免疫を獲得し
元の生活を取り戻すため、学生・生徒・教職員等を対象とした武田／
モデルナ社製ワクチンの学内接種を8月30日（月）から行い、延べ約

4,000回の接種を行いました。また、自治体の負担軽減および地域社
会全体の感染拡大防止の観点から、地域の皆さまに接種枠の提供を
行いました。
　接種にあたっては、同
窓生の医療従事者で組
織する「KCメディカル」を
はじめ多くの方々のご協
力をいただきました。この
場を借りて厚くお礼申し
上げます。

■オープン記念コンサートを開催（産学連携）

■音楽学部ウインドオーケストラが特別演奏会を開催

　中野敬一学長が6月22日（火）、山﨑晴恵宝塚市長を表敬訪問し
ました。

4月11日（日）に行われた選挙で初当選された山﨑市長は、本学文
学部総合文化学科の卒業生です。
　訪問時には、市長より懐かしい学生時代のお話をお伺いするととも
に、今後の宝塚市と本学との連携の可能性について話し合いがもたれ
ました。

▲接種枠提供のお礼に来られた石井西宮市長（中）と中野敬一学長（右）、佐藤友亮ヘルス
サポートセンター長（左）

コンサートに出演した学生と松浦准教授

接種前の問診

コンサートでの演奏風景

9月23日（木・祝）、エミリー・ホワイト・スミス記念講堂にて、音楽
学部ウインドオーケストラがCD発売を記念して特別演奏会を開催し
ました。

CDは6月4日（金）に発売されましたが、読売新聞で取り上げられ
るなど大きな反響をいただいています。
※当日は、新型コロナの感染防止対策を万全に行った上で開催しました。

8月2日（月）、スミリンケアライフ株式会社が運営するサービス付
き高齢者向け住宅「エレガーノ西宮」にて、音楽学部の学生と教員に
よる同施設のオープン記念コンサートが開催されました。
スミリンケアライフ社と本学は昨年3月に産学連携を締結しました。
　本来であれば「エレガーノ西宮」がオープンした昨年5月にオープン
記念コンサートを開催する予定でしたが、新型コロナウイルス感染症
の影響で延期となっていました。
　当日は松浦修音楽学科准教授による指揮のもと、管楽器や打楽器
を専攻する学生12名が演奏を行い、ご参加いただいたご入居者の皆
様と楽しいひと時を過ごすことができました。

▲山﨑晴恵宝塚市長（右）と中野敬一学長（左）




